
　５．東海（地域別調査機関：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング（株））
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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・秋の行楽シーズンで、団体旅行の需要はピークを迎
えている。観光バスは連日満車状態が続いており、ス
ポーツ団体や教育旅行団体も盛んに旅行を実施してい
る。近年にない盛況のため、客からの注文を断ること
も生じている。取扱金額は減少しているが、取扱件数
では例年を上回っている。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

それ以外 ・秋商品と地元プロ野球チームの優勝記念セール等が
重なり、販売量は若干増加している。

一般小売店［結
納品］（経営
者）

来客数の動き ・キャンペーン効果もあり、これまでは数か月間に１
度来店していた客が、１か月間に１度来店するように
なっている。

一般小売店［酒
類］（経営者）

来客数の動き ・週末の飲食店への来客数がわずかながら増加してお
り、売上が増えている。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・東日本大震災後に旅行客数が落ち込み、やや回復傾
向にあった６月には高速道路料金引下げが廃止されて
また落ち込んだ。現在はやっと落ち着き始めており、
回復傾向にある。

一般小売店［惣
菜］（店長）

販売量の動き ・地元プロ野球チームの優勝セールなどに伴い、来客
数は多くなっている。それ以外でも、まずまずの結果
である。

百貨店（経理担
当）

来客数の動き ・物産展等の催事効果もあるが、来客数は前年同月比
110％と大きく伸びている。

百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・予想した通り、商品が動いている。気温、天候に左
右されることもあるため、万全ではないものの、客の
購買ニーズ、消費実態には強さが戻っている。現在の
地元プロ野球チームの優勝セールでも、実際に動いて
いるのは定価品である。欲しい物がないということで
はなく、客は何か物を購買する理由付けを探してい
る。仕掛けをすれば今後更に伸びる可能性がある。

百貨店（販売担
当）

お客様の様子 ・常設のブランド品やカード優待の動向に大きな動き
は見られないが、地元プロ野球チームの優勝セールや
期間限定イベントへの反響が大きく、売場全体として
は売上を大きく伸ばしている。通常行われない時期の
セールや、イベントでしか取扱のない商品に対して、
予想外の大きな反応があり、関心のある物に対しての
購買意欲の高まりを感じた。

百貨店（経営企
画担当）

販売量の動き ・売上の３か月前比および前年同月比はともに改善し
ており、購買客単価の動きもやや良くなっている。

百貨店（販売担
当）

単価の動き ・以前は動きがなかった中価格帯のプラチナの動きが
良くなってきている。ギフトだけでなく、自家需要も
同様であり、単価は上昇している。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新型車の投入により、客の購買動機は増している。

乗用車販売店
（経営者）

単価の動き ・必要な自動車整備の提案をすると、先送りせずに受
けてくれる客が増加している。

乗用車販売店
（総務担当）

販売量の動き ・東日本大震災による供給不足が解消したことによ
り、新車販売の伸びが顕著である。

その他専門店
［雑貨］（店
員）

お客様の様子 ・来客数が増加しており、衝動買いをする客も増加し
ている。

その他飲食［仕
出し］（経営
者）

販売量の動き ・大きな大会等の催しが多かったため、大口受注があ
り、やや良くなっている。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・宿泊者数はかなり回復しており、前年同月比も改善
している。11月以降の予約件数も良くなっており、11
月の宿泊者数は前年同月を１割程度上回り、12月の同
比は既に100％である。外食数も、地元客が中心であ
るが、ほぼ100％と回復している。

都市型ホテル
（支配人）

販売量の動き ・９、10月と続けて宿泊予約件数は増加している。出
張が多くなっている様子である。海外からのビジネス
客も多い。ただし、11月は休みの関係もあり悪い。宴
会予約も弱い状況である。

変わらない 商店街（代表
者）

販売量の動き ・週末の駅売店での販売量が、多少良くなっている。
月～木に関しては依然として良くなく、平均すると変
わらないが、金曜日は間違いなく良くなっている。

家計
動向
関連



商店街（代表
者）

販売量の動き ・客が相変わらず必要以外の物は買わないため、販売
量は増えていない。

商店街（代表
者）

競争相手の様子 ・東日本大震災後の需要の落ち込みが一段落してお
り、秋以降の販売量は低水準ではあるものの、若干増
えつつある。ただし、周辺では空き店舗が増加してお
り、新たな入居も見られず、人の流れは相変わらず減
少している。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・季節の変わり目で商品は動いているが、来客数は前
年と比べて減少している。

一般小売店［高
級精肉］（企画
担当）

販売量の動き ・悪いなりに安定している。

一般小売店［贈
答品］（経営
者）

お客様の様子 ・８月以降は上向き傾向であったが、10月に入ってか
らは落ち着いており、様子見の段階になっている。客
の二極化が進んでおり、良い店と悪い店もはっきりし
ている。総じて動きは少なく、景気は変わっていな
い。

一般小売店［薬
局］（経営者）

来客数の動き ・薬業界には、あまり変化は見られない。調剤部門は
忙しいが、小売販売は少し減少している。

一般小売店［書
店］（経営者）

販売量の動き ・前半は良かったが、後半は悪い日が続いており、
はっきりしない。相変わらず、落ち着いている。

一般小売店［時
計］（経営者）

来客数の動き ・客単価が低下している。

一般小売店［生
花］（経営者）

お客様の様子 ・余分な物は買わない客が増加している。前年はよく
売れていたハロウィン商品も、あまり動いていない。
台風等の天候の影響もあって、花の価格が高騰したた
め、買い控える客もいる。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・物産展などの催事があると、女性客が増加して、催
事場だけがにぎわっている。昼間の紳士靴フロアで
は、60歳代後半から80歳代の夫婦客が、散歩する雰囲
気で来店する程度である。夕方になるとスーツを着た
客が来店するが、見ているだけで購買意欲のある客は
いない。靴は履けなくなってから買うという客が多く
なっている。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・北海道物産展やワゴンセールなどで来客数は増加し
ているが、目玉商品を購入だけで、余分な物は購入し
ないという姿勢は続いている。

百貨店（経理担
当）

販売量の動き ・地元プロ野球チームの優勝セールにはそこそこの売
上があったが、全体としては軟調である。

百貨店（店長） 来客数の動き ・衣料品は気候に応じてまずまずの動きをしている
が、生鮮食品の動きが鈍い。

百貨店（営業企
画・販売促進）

お客様の様子 ・近隣の商業施設で、新規、改装オープンが相次いで
いる。来客数は増加しているが、購買はそれほど増加
していない。消費意欲が伴っていない。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・来客数は減少傾向にあるものの、衣料品の販売額は
増加している。

スーパー（経営
者）

単価の動き ・どこよりも価格が安く、赤字覚悟の店は混んでいる
が、それ以外の店では来客数はますます減少してい
る。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・単価は安定している。しかし、販売増には至ってい
ない。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・食品関係の動きには変化がない。衣料品は、気温が
高いために秋物の動きが悪い。本来の気温になれば、
もう少し変わってくる。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・売上は予算目標には届いていないが、前年同月は超
える状況になっている。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・客単価はさほど変わっていないが、買上点数が増加
していない。牛肉の放射能汚染問題の影響はまだ続い
ており、低迷が続いている。

スーパー（店
員）

販売量の動き ・目立った変化はない。野菜の価格も平常に戻りつつ
あり、鍋用の具材の販売も上昇に転じている。

スーパー（店
員）

単価の動き ・単価が高い商品は売れず、安い商品が売れる傾向が
続いている。

スーパー（店
員）

単価の動き ・客単価は、前月と比べて低下している。客単価はこ
こ数か月間、毎月少しずつ低下している。

スーパー（営業
担当）

単価の動き ・相変わらず単価は上昇してこない。年金支給年齢の
引き上げの報道や、消費税増税の報道が、買い控えを
増長している。ディスカウント店では、売上は好調の
ようである。



スーパー（営業
企画）

お客様の様子 ・一般大衆品に対しては低価格志向であるが、こだわ
り商品にはお金を使うという傾向が続いている。

コンビニ（企画
担当）

来客数の動き ・来客数は、底堅く動いている。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・たばこの値上げが大きく影響しており、売上は好調
である。しかし、来客数は売上ほどには好調ではな
く、前年同月比で微増にとどまっている。

コンビニ（エリ
ア担当）

それ以外 ・売上は前年同月を下回っている。ただしこれは、前
年はたばこの値上げに伴うまとめ買いがあったためで
ある。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・前年同月にはたばこの値上げがあったため、前年同
月比でみると来客数、売上共に増加している。ただ
し、一般商品の売上は、来客数の割には減少してい
る。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・金曜日を除く夜間の来客数は、横ばいまたは減少で
ある。特に終電近くになると、店に寄らずに帰る人が
多い。

コンビニ（商品
開発担当）

販売量の動き ・たばこの値上げから１年が経過したが、販売は好調
を維持している。弁当類は厳しいものの、惣菜、おで
ん、中華まんなどカウンターで販売する食品が好調に
売れている。

衣料品専門店
（販売企画担
当）

お客様の様子 ・衣料メーカーによる展示会が終わっても、受注量は
伸び悩んでいる。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・販売量、販売単価共に、横ばいか低迷している。東
日本大震災以降、東北の仕事が回ってきて、地域全体
で見ると良くなっているようであるが、消費にまでは
直結していない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型車の発売効果により、店頭への来客数は増えて
いる。しかし、客の財布のひもは固く、商談は苦戦し
ている。

乗用車販売店
（従業員）

来客数の動き ・前月に続き来客数は増加しており、それに比例して
受注量も増加してきている。コンパクトカーが中心で
あるため、収益的には厳しいが、エコカー減税の終了
を意識する客が増加してきていることは良い材料であ
る。

乗用車販売店
（従業員）

単価の動き ・客は買換えの方向に動いてきている。しかし、客の
給料面が厳しいため、良くなってはいない。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・エコカー減税の後押しもあり、新車の駆け込み受注
は増加している。ただし、前年にエコカー補助金の終
了等に伴い大幅に減少した販売台数は、２年前の水準
にはまだ戻っていない。

住関連専門店
（営業担当）

販売量の動き ・民間の設備投資、新築などの建築工事が減少してい
る。ただし、持家住宅や分譲マンションは持ち直して
きており、ばらつきがある。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・来客数は、食品の放射線汚染問題が起きた８、９月
の落ち込みからは回復しているものの、前年春以来の
横ばい圏内にとどまっており、動きは見られない。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・今月に入り天候が穏やかで、東日本大震災の影響も
落ち着いてきている。当地では工場の輪番操業が終わ
り、週末はいつも通りに戻ってきている。

観光型ホテル
（販売担当）

来客数の動き ・宿泊者数は、外国人ツアーを連続して受注できたこ
とにより、増加している。久しぶりに、全館で前年同
月値や予算目標を上回りそうである。ただし、９月の
台風によるキャンセルが10月に移行したことも影響し
ている。

都市型ホテル
（経営者）

単価の動き ・客単価はまだ回復していない。

都市型ホテル
（営業担当）

お客様の様子 ・製造業を中心に、円高の影響は解消されておらず、
横ばいの状況である。法人宴会の件数は減少していな
いが、増加もしていない。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・業界では10、11月がトップシーズンであり、例年通
りの受注ができている。ただし、12月以降の受注はか
なり厳しい。翌年に関する問い合せもちらほらある
が、まだ強含みではない。

タクシー運転手 来客数の動き ・繁華街でタクシー待ちをしているが、節約のためタ
クシーは敬遠されており、利用客数は減少している。



タクシー運転手 お客様の様子 ・連休と結婚式などにより、金曜夜は忙しくなってい
る。金曜日以外は、利用客数は引き続き減少してい
る。後半には学会などがあり、少し動きがあったが、
あまり変わらない。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・平日の変化は少ないものの、土日の入り込みが低調
な状態で推移している。

ゴルフ場（企画
担当）

来客数の動き ・このところ良い天候が続いており、来場者数はほぼ
予算目標通りであり、前年同月を上回っている。売上
は予算目標にはやや及ばないが、ほぼ前年並みであ
る。節電による休日変更の影響で来場者数が増加した
７、８月と比べて、大差はない。

やや悪く
なっている

一般小売店［自
然食品］（経営
者）

お客様の様子 ・客の消費意欲がなくなっている。売上の前年同月比
は、８割減近くになっている。

一般小売店［食
品］（経営者）

お客様の様子 ・来客数や売上は、例年に近い状態である。しかし、
定時退社の客が多かったり、他業種では低価格商品の
割合が高くなっているなど、景気はやや厳しい様子で
ある。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・野菜が高値であるため、買ってもらえない。また、
商品が入らないため、非常に悪い状況にある。

スーパー（経営
者）

お客様の様子 ・世間では不安材料が多く、客は慎重である。自動車
を小型車に乗り換えて経費を安くするなどしている。
食欲の秋には本来ならばスーパーの売上は増加する
が、節約傾向が広がっているため、購買単価は上昇し
ておらず、利益も増加していない。

スーパー（総務
担当）

来客数の動き ・月末１週間の来客数が、以前に比べて減少してい
る。

スーパー（販売
促進担当）

お客様の様子 ・９月末から10月初旬に掛けて、大型の競合店が相次
いで開店している。４週間ほど経ち、客は徐々に戻っ
てきており、売上は前年同月比マイナス10％ほどにま
で回復しているが、例年の売上には戻っていない。

コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・自動車業界が木金休みから土日休みに戻ったため
か、来客数は鈍化している。

コンビニ（店
長）

単価の動き ・アルコールのおつまみでも高価な商品は売れておら
ず、105円のお菓子や缶詰、ウインナーなどが売上の
中心になっている。

コンビニ（店
長）

単価の動き ・前年のたばこ値上げ以降、反動で売上は減少してい
る。ただし、天気が良いため、来客数はやや戻してお
り、売上に貢献している。

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・来客数の減少と客単価の低下により、やや悪くなっ
ている。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・テレビの販売台数が前年同月の半分以下であり、他
は前年同様であるため、売上の前年同月比はそのまま
マイナスになっている。

乗用車販売店
（営業担当）

単価の動き ・車検や点検などの利益が減少している。

乗用車販売店
（従業員）

お客様の様子 ・東日本大震災以降、客は大雨、洪水など天候に対し
て敏感になっており、その影響が出ている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・受注量が減少している。円高の影響もあり、やや悪
くなっている。

その他専門店
［雑貨］（店
員）

単価の動き ・買上点数は前年同月並みであるが、商品単価が15～
20％低下している。

一般レストラン
（従業員）

お客様の様子 ・10月の連休を境に、売上は止まっている。連休にお
金を使い過ぎたり、週末の天候が悪いことなどが影響
している。

旅行代理店（経
営者）

お客様の様子 ・先行き不安であるためか、来客数は減少している。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・会社の報奨などで旅行券等を持参した客は来店する
が、それ以外の客は減少している。海外旅行に比べ
て、国内旅行の伸び率が悪い。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・サービス料金の低価格化を進めているが、新規契約
件数の増加にはあまりつながっておらず、解約件数も
高止まりしている。競争激化が進んでいる。既存利用
者の低価格サービスへの移行も進みつつあり、節約志
向が感じられる。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・販売量は、前年同月比で約30％減となっている。



通信会社（営業
担当）

競争相手の様子 ・光電話の解約件数が増えており、収支は悪化してい
る。今後は契約の奪回に向けて、設備面の充実も検討
している。

通信会社（サー
ビス担当）

販売量の動き ・地上放送のデジタル化への対応が落ち着き、回線変
更などの需要がなくなっているため、光回線の申込件
数は減少している。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・例年に比べて、新規客の来店回数が減少している。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・客がシャンプーやブローを自分でやるようになり、
売上は減っている。

その他サービス
［介護サービ
ス］（職員）

単価の動き ・福祉用具貸与の商品単価は、更に低下傾向にある。
新型商品でも、価格を維持できない状況にある。

設計事務所（職
員）

お客様の様子 ・客からは、良い話は聞かれない。

その他住宅［住
宅管理］（従業
員）

お客様の様子 ・商談に入っても、客が価格交渉に出て、値引き率も
厳しいため、契約には至っていない。

悪く
なっている

衣料品専門店
（経営者）

来客数の動き ・得意客の買上単価、販売量は落ち込んではいない
が、暑い日が続いたためか、来客数は減少している。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・前年11月の電気製品の販売量は、家電エコポイント
制度の終了に伴う駆け込み需要によって過去最高であ
り、特にテレビは11月にかけて販売のピークを迎えて
いた。今月の売上は、その前年同月と比べた場合はも
ちろんのこと、３か月前と比べても減少している。

その他専門店
［貴金属］（店
長）

お客様の様子 ・来客数の割に、宝飾品、高級時計などの高額商品の
動きが悪く、販売量は落ち込んでいる。また、売上、
単価も悪化している。

一般レストラン
（経営者）

それ以外 ・飲食業組合の話では、組合員数が前年から半減して
おり、組合の運営も成り立たなくなってきており、大
変悪い状況にあるとのことである。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・来客数が減少している。他の飲食業でも同じ傾向で
ある。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・オープン以来26年間で、最低の売上になっている。
この３か月間、節電等の影響で輪番になっていた木金
休日が元に戻り、人の流れは以前にも増して減少して
いる。円高やタイの洪水の影響もあり、繁華街の景気
は急激に悪化している。

タクシー運転手 お客様の様子 ・夜の繁華街の客足が減少していることに加えて、タ
クシーではなく代行運転を選ぶ客も増加しており、影
響が出ている。

理美容室（経営
者）

来客数の動き ・客の話によると、お金がないため来店できないとの
ことである。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・前月に来客数が予想以上に増加した影響か、今月の
来客数は減少している。

理容室（経営
者）

お客様の様子 ・景気の良い話は聞かれない。来客数も減少してい
る。

住宅販売会社
（経営者）

競争相手の様子 ・競争相手も、客が来店しても契約までに至らないと
話しており、難しい状況にある。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・客先からは、電話やメールでの問い合わせや発注が
増加している。年末需要の件数も多くなっている。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・当地域は、タイル及び食器等の陶産地として全国の
50％を占める。今年度に入り、変動はあるものの多少
上向き傾向にあり、８月ごろからは住宅着工件数の増
加傾向もあって、より上向きとなってきている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・納入先業界では商品の人気が高まり、設備投資が増
加している。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

それ以外 ・タイの洪水の影響で国内に生産支援の要請があり、
景気が悪い業種からの落ち込みをカバーしている。

金融業（法人営
業担当）

取引先の様子 ・自動車部品や工作機械のメーカーを中心に、増産が
続いている。

行政書士 受注量や販売量 ・顧問先の運送業界では、出荷量が安定している。

企業
動向
関連



公認会計士 それ以外 ・顧問先の自動車関連の中小企業では、操業度が向上
している。操業度が向上している結果、収益性が改善
している企業もある。収益性の改善とともに、従業員
の賞与支給を再開したり増額したりする企業もある。

会計事務所（職
員）

取引先の様子 ・建設、製造業者の話によると、受注量が増えている
とのことである。ただし、建設業では職人が顕著に不
足しており、製造でも採算に合う仕事かどうかわから
ないとのことである。

会計事務所（社
会保険労務士）

取引先の様子 ・決算を迎える顧問先企業の中で、黒字企業が増えて
きている。

その他サービス
業［ソフト開
発］（社員）

受注量や販売量
の動き

・ソフトウェアメーカーの仕事を中心に、取引は活発
になってきている。要員の手配が困難なほどである。

その他サービス
業［広告印刷］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・受注量は、少しずつ増えてきている。新規の問い合
わせも出てきている。

変わらない パルプ・紙・紙
加工品製造業
（総務担当）

受注量や販売量
の動き

・東日本大震災や円高の影響はあるものの、受注量、
販売量共に横ばいで変わっていない。

金属製品製造業
（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注量はやや増加しているが、販売価格は低下して
いる。

一般機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・タイの洪水により設備の特需がありそうであるが、
具体的な受注にはあまり結び付いていない。

建設業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・住宅の購入意欲は高いと思われるが、決断には慎重
になっている様子がうかがわれる。

建設業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・受注価格が低いため、設計件数が減少してきてい
る。

輸送業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・軽油価格が依然として高止まりしているため、コス
ト増となっている。生活雑貨の流通では、低単価商品
の比率が高まっているため、運賃収入も悪化してい
る。

輸送業（エリア
担当）

それ以外 ・宅配の受注量は発送到着共に伸びているが、メール
便が大幅に落ち込んでいる。

輸送業（エリア
担当）

受注価格や販売
価格の動き

・売上は、前年の３か月前比は1.1％増であったのに
対し、今年は0.1％増であり、1.0％ポイント低下して
いる。ただし、自動車メーカー関連の仕事量も、東日
本大震災前に戻ってきている。

輸送業（エリア
担当）

受注量や販売量
の動き

・トラックメーカーの話では、円高の影響もあって
か、新車の受注量が減少している。タイの洪水による
減産体制の影響もあるが、新車の受注量はそれ以前か
ら減少しているとのことである。

金融業（企画担
当）

取引先の様子 ・円高や欧州の信用不安の先行きが見えないなか、個
人客は投資に対して非常に慎重になっている。価格が
変動する金融商品への投資は、様子見という客が多
い。そうしたなか、住宅投資は堅調である。

不動産業（開発
担当）

競争相手の様子 ・マンションの販売状況は、特に好転も悪化もしてい
ない。

広告代理店（制
作担当）

取引先の様子 ・広告の受注件数は少しずつ増えてきているが、売上
はほとんど変わっていない。

新聞販売店［広
告］（店主）

受注量や販売量
の動き

・折込広告は、流通、サービス共に前年量を確保でき
ている。

その他非製造業
［ソフト開発］
（経営者）

取引先の様子 ・タイの洪水により、日本に生産の振り替えが入り、
各社は忙しそうである。しかし、円高による不透明感
もある。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（経営企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・秋冬商品の受注状況は、芳しくない。食品に対する
消費マインドは、依然として低迷している。また、高
温の日が続いていることも、消費にブレーキを掛けて
いる。

紙加工品［段
ボール］製造業
（経営者）

取引先の様子 ・タイの洪水の影響で、主要顧客の一部では今後数か
月間、減産する動きがある。そのため、段ボールの使
用状況は悪くなっている。

化学工業（企画
担当）

受注量や販売量
の動き

・欧州の信用不安の影響や円高の継続により、全体と
して低迷している。

窯業・土石製品
製造業（社員）

取引先の様子 ・海外にも生産拠点を持っている取引先では、生産を
海外へかなりシフトしており、国内の工場設備はス
トップしている。



電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・円高に加えて、タイの洪水の影響も出始めている。

電気機械器具製
造業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・上半期は東日本大震災により、供給面で影響があっ
た。このところは、米国景気の先行きも不透明感が出
て、受注量が伸び悩んでいる。長引く円高により、為
替予約の効果も見込めなくなってきている。

電気機械器具製
造業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・上期はほぼ計画通りの受注ができたが、下期は見通
しが立たない状況にある。取引先は、設備投資に対し
て慎重である。

輸送用機械器具
製造業（総務経
理担当）

受注量や販売量
の動き

・円高の影響が出て、発注量は減少している。

輸送業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・見積件数は以前よりも増えているが、他社が受注す
ることが非常に多くなっている。運賃に対する荷主の
関心が高くなっている。

企業広告制作業
（経営者）

それ以外 ・タイの洪水の影響が出始めている。

悪く
なっている

鉄鋼業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・内需が回復していない。円高の影響や復興の遅れに
加えて、タイの洪水など不安材料ばかりが多くて、設
備投資等の需要が全く喚起されていない。製鉄メー
カーによる値下げの影響で、販売価格も低下傾向に
なっている。

良く
なっている

アウトソーシン
グ企業（エリア
担当）

雇用形態の様子 ・自動車の増産体制に伴い、雇用は拡大している。ま
た、タイの洪水により日本企業の操業が停止し、減産
分を国内生産の増加でカバーしている関係でも、一時
的ながら雇用は拡大している。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（経営企画）

周辺企業の様子 ・来期以降の開発需要が徐々に明らかになっている
が、当面は需要の増加が見込まれる。

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・法人利用が増え、求人数は増加している。

人材派遣会社
（営業担当）

雇用形態の様子 ・東日本大震災後、生産は持ち直している。

新聞社［求人広
告］（営業担
当）

求人数の動き ・新聞の求人広告量は、ほんの少しずつではあるもの
の、増えてきている。上向き傾向にある。

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・一部の産業を除き、パート、期間工等の非正規求人
が、引き続き堅調に推移している。特に自動車部品製
造業では、通常の生産受注に東日本大震災からの復興
に伴う増産分が加わり、求人数は大幅に増加してい
る。タイの洪水の影響で不足している部品を製造する
第３次、第４次下請事業所でも、追加受注が入り、非
常に忙しくなっている。その一方で、正社員の求人
は、依然として少ない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人数の前年同月比は、改善傾向が続いている。問
い合わせも多い。ただし、職種や業種に偏りがある。
派遣、請負の求人も多くなっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・自動車産業以外の産業でも、前年と比べて求人に対
してかなり意欲的になっている。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・８月のお盆明け以降、求人数は増加している。今月
は、前年同月比30％以上の増加となっている。

職業安定所（次
長）

求人数の動き ・ここ数か月間、求人数の前年同月比は改善してお
り、求職者数は減る傾向が続いている。ただし、正社
員求人が増えてこないため、窓口の実感では、改善
ペースは遅い。

民間職業紹介機
関（営業担当）

求人数の動き ・求人数の増加には、増員だけでなく、退職者の増加
に伴う欠員補充も含まれている。ただし、退職者は定
年退職よりも転職が多く、転職先を見付けやすい状況
になっている。

民間職業紹介機
関（支社長）

求人数の動き ・製造業以外の内需型サービス業でも、採用は増加し
てきている。

変わらない 職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・求職者数は毎月、前年同月比で10％ほど減少してい
る。

雇用
関連



やや悪く
なっている

人材派遣会社
（支店長）

周辺企業の様子 ・タイの洪水の影響で、自動車業界では電子部品の調
達が困難になっている。現在、車種ごとに足りない部
品の調査が行われているが、今後は車種ごとに生産計
画が変更される見通しである。予定されていた生産台
数の確保はできない見通しであり、自動車業界や当地
域の景気はやや悪くなっている。雇用も、その影響を
受けている。

人材派遣会社
（支店長）

求人数の動き ・３か月未満の短期案件は５割増加しているが、３か
月以上の長期契約は２割減少している。求人全体の傾
向としては、前年より回復しているものの、派遣期間
の短期化が顕著に出ている。

悪く
なっている

－ － －


